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【 校 訓 】 

思いやりのある子ども     ～ やさしく  ～ 

よく考えてしっかり学ぶ子ども  ～ かしこく  ～ 

進んでからだをきたえる子ども  ～ たくましく ～ 

 

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

 １月８日（水）より後期後半が始まりました。子どもたちの歓声とともに活気が学校に戻ってきました。冬休
みを満喫してきた子どもたちの元気にあいさつする声、再会を喜び合う声があちらこちらで聞こえてきました。 
 さて、冬休みは年末年始を間に挟んでおり、子どもたちは日本の伝統的な礼儀作法や遊びを経験したり、様々
な伝統的行事などに参加したりしてきたことと思います。その一つに「お年玉」があります。毎年楽しみにして
いる子がたくさんおり、学校でも話題になることがあります。 
 また、昨今、ＳＮＳ等の発達により大変便利な生活ができるようになりましたが、その弊害も生じてきていま
す。ボタンクリックで簡単に買い物ができてしまうため、ついついたくさん購入したり必要のないものを買っ
たりしてしまうことがあります。また、残念ながら「振り込め詐欺」など他の人をだまして金銭を詐取する行為
は後を絶ちません。大人でもこのような金銭トラブルに巻き込まれたら大変ですが、子どもたちについても生
じています。「金銭の貸借（奢った・奢られた）によるトラブル」や「ゲーム課金トラブル」などがあります。 

 上記のように指導をしていますが、子どもたちが実際にお金を使うのは、家庭に帰ってからです。学校では、
子どもたちがどの程度の金額を所持していて、どこでどのように使っているかまでは基本的に知り得ません。
よって、各家庭での話し合い、管理・確認がとても大切になってきます。お年玉をいただいたこの時期は、金銭教
育のよい機会です。その使い方・使い道について、家庭でお子さんとよく話し合ってみてください。 

金銭教育は家庭での教育がとても大切です！  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 令和 6 年 12 月 25 日（水）に田村市総合体育館において「田村市学力向上ラウンド
テーブル」が行われました。これは、「田村市の小・中・幼稚園、こども園の教職員及び
市役所職員代表者が様々な立場・視点から学力向上をキーワードに教育の実践状況、子
どもの実態等について語り合い、田村市の教育を大きく前進させるヒントをつかむ。」
ことを目的として昨年度から行われている事業です。今年度は本校のＰＴＡ副会長をは
じめ、各校のＰＴＡ代表の方にも参加いただきました。約２２０人が参加し、４～５人
ずつ全４７テーブルに分かれて、教職員が順番に各学校でのこれまでの教育活動の取り
組みや自己の授業実践等について発表し、他の教職員や市役所職員がそ
れについて意見や感想を述べました。 
このように他の教職員の実践の様子を知り、違う職種の方の意見を聞

くことは、教職員の指導力の向上に寄与することはもちろんのことです
が、今後の本校の教育活動にとっても大いに参考となりました。 

 
 学校では、金銭教育について、学級活動の時間に「基本的な生活習慣の形成」として、持ち物の整理整頓な
どの指導を通して「お金の大切さ」について指導したり、長期休業時や休日の過ごし方指導などで「友達に奢
ったり、奢られたりしない。」「ゲームセンターや店に大人と一緒に行く。」「用がないときには店に出入りしな
い。」「多くのお金を持ち歩かない。」等、発達の段階に応じて指導しています。また、実際に学習の一環とし
て、校外での学習において少額の買い物指導をすることもあります。さらには、ＳＮＳの使い方やその便利さ
と怖さ等についても具体的に指導しています。 
また、高学年の家庭科において、「物や金銭の大切さと計画的な使い方」や「物の選び方、買い方」、「購入

するための適切な情報収集と整理の仕方」などについて指導しています。  
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１月１４日（火）に５年生が「第２回田村市共通テスト（算数）」に挑みました（第１回は１０月に実施）。

これは、算数科に係る思考力・判断力・表現力の育成状況を調査、分析し、授業づくりに生かすことにより、
教員の授業力・指導力の向上を図り、児童生徒の算数科の学力を向上させること 
を目的に、田村市の５年生を対象に実施しています。この結果を本校でも分析し、 
本校の５学年児童の算数科の課題に対して対策を施し、次年度の全国学力調査に 
向けて、学力の定着・向上を目指していきたいと思います。 
 また、５学年以外の児童に対しては、本校オリジナルの「算数コンテスト」を 
行いました。これは、１２月１６日付の文書にてお知らせしましたように、学習 
の目標となるようなレベルの高い応用問題中心のテストによって、児童が自分の 
活用力を確かめる機会とするべく実施しています。結果は後日お知らせします。 


